
同窓会会報　第15号

(1) 令和5年3月31日発行

左：31期生 黒田雅之 様　右：8期生 蝶野正洋 様



令和5年3月31日発行 (2)

新
た
な
五
十
年
へ
！

同
窓
会
と
生
徒
と
の
交
流
活
動
の

　
　
　
　
　
　
よ
り
一
層
の
充
実
に
向
け
て

会
報
第
十
五
号
の
発
行
に
あ
た
り
ご
あ
い

さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
同
窓
会
の
活
動
に
対
し
て
、
同
窓
生
の
み

な
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
丸
三
年
目
余
り
が
経

過
し
ま
し
た
。
新
校
舎
で
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
か
ら
、
今
で
は
想
い
出
多
き
旧
校
舎
も
解

体
さ
れ
、
新
し
い
校
門
や
前
庭
な
ど
外
構
工

事
も
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
本
当
に
広
々
と

し
て
明
る
い
母
校
の
全
容
が
目
の
前
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
十
月
二
十
九
日
（
土
）
に
は
、
五

十
周
年
記
念
式
典
が
新
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
在
校
生
と
と
も
に
母
校

の
半
世
紀
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
第
二

部
で
は
わ
が
同
窓
生
か
ら
、
八
期
生
で
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
の
蝶
野
正
洋
さ
ん
と
、
ボ
ク
シ
ン

グ
二
階
級
制
覇
の
元
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、

三
十
一
期
生
の
黒
田
將
之
さ
ん
の
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
リ
ン
グ
を
主

戦
場
と
さ
れ
て
い
た
方
な
の
で
、
舞
台
へ
の

登
場
で
は
リ
ン
グ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
さ
な
が
ら

の
紹
介
と
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
流
れ
る
な
ど
、

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
一
年
延
期
し
た
総
会
を
十
月
一
日
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
学
校
の
ご
協
力
で
、

総
会
前
に
新
校
舎
の
見
学
会
も
お
こ
な
い
ま

し
た
。
寄
贈
の
陶
板
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ン

ド
前
に
移
設
さ
れ
た
国
旗
な
ど
の
掲
揚
ポ
ー

ル
の
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
に
お
い

で
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
前

回
の
会
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
五
十
周

年
記
念
の
陶
板
の
レ
プ
リ
カ
も
限
定
で
作
成
し

頒
布
し
て
い
ま
す
。
永
く
残
る
記
念
の
品
と

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
ご
購
入
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
同
窓
会
は
、一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）

年
、
一
期
生
の
卒
業
と
共
に
ス
タ
ー
ト
し
、

途
中
、
活
動
を
休
止
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
で
四
十
八
年
目
を
迎
え
、
卒
業

生
は
一
六
，○
○
○
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
創

立
三
十
周
年
を
機
に
活
動
を
再
開
し
た
同
窓

会
は
、
同
じ
学
び
舎
で
青
春
時
代
を
過
ご
し

た
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
後
輩
を
支
援
す
る

た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
窓
会
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会
と
と

も
に
「
永
山
高
校
後
援
会
」
を
つ
く
り
今
年

で
十
七
年
目
。
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
新

た
な
五
十
年
へ
、
地
域
に
根
差
し
て
さ
ら
に

飛
躍
す
る
母
校
・
そ
し
て
在
校
生
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
末
永
く
母
校
そ
し
て
同
窓
会
が
続
い
て
い

け
る
よ
う
、
役
員
全
員
で
心
を
合
わ
せ
て
運

営
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
行
き
届

か
な
い
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
窓
生

の
み
な
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
格
別
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の

教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

四
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）
に
実
施
い
た
し

ま
し
た
「
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
」
に
お

き
ま
し
て
は
、
会
長
の
奈
良
﨑
久
和
様
を
は

じ
め
同
窓
会
の
皆
様
に
多
大
な
る
御
支
援
と

御
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
特
に
同
窓
会
の
皆
様
に
は
創

立
五
十
周
年
記
念
式
典
第
Ⅱ
部
の
「
講
演
会
」

を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
第
八
期
生
の
蝶
野

正
洋
様
と
第
三
十
一
期
生
の
黒
田
雅
之
様
に

講
師
を
依
頼
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
役

員
の
皆
様
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
多
く
の
卒
業
生
の

皆
様
と
一
緒
に
創
立
五
十
周
年
を
お
祝
い
し

た
い
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
人
数

制
限
を
講
じ
な
が
ら
の
実
施
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
お
二
人
の
卒
業
生
か
ら
生

徒
た
ち
の
将
来
に
向
け
て
力
強
い
エ
ー
ル
を

い
た
だ
き
、生
徒
た
ち
は
「
勇
気
」
や
「
希
望
」

を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
御
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
御
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
蝶
野
様
と
黒
田
様
に
改
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
の
同
日
、

創
立
五
十
周
年
記
念
誌
を
発
行
い
た
し
ま
し

た
。
記
念
誌
を
発
行
す
る
に
当
た
り
、
会
長

の
奈
良
﨑
久
和
様
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に

執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
同
窓
会
の
皆
様
と
活
動
を
共

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
結
束
力
の
強
さ
と
永

山
高
校
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
永
山
高
校
を
長
き
に
わ
た
り
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
、
ど

ん
な
に
変
化
し
て
予
測
困
難
に
な
っ
て
も
、

自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
て
行
動
し
、
本
校
の
生
徒
一
人
一
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描
く
「
幸
せ
」
を
実
現

し
て
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
学
校
内
の
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、

同
窓
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
異
年
齢
の

人
た
ち
と
の
交
流
や
協
働
す
る
活
動
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
令
和
五
年
度
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
も
部
活

動
公
式
戦
等
の
応
援
ツ
ア
ー
や
、
同
窓
会
の

皆
様
の
経
験
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ

く
交
流
活
動
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、
生
徒

た
ち
の
社
会
性
や
他
者
の
個
性
を
尊
重
す
る

態
度
、
課
題
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
意
欲

な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
と
生
徒

と
の
交
流
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

同
窓
会
と
教
職
員
と
の
会
話
の
中
に
、
生
徒

の
話
題
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
と
も
本
校
の
良
き
応
援
団

と
し
て
生
徒
た
ち
へ
の
御
支
援
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
同
窓
会

の
皆
様
の
御
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長【
三
期
生
】

校
長

解
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
栁
　
伸
幸

奈
良
﨑
　
久
和



入学式（4月7日） 多摩桜の丘学園との募金活動（7月14日）　　　　　　　　　　体育祭開会式（6月3日）

管理栄養士による栄養講習会（9月3日） 同窓会総会吹奏楽部と和太鼓部(10月1日)　永高祭軽音楽部（9月16日）

創立50周年記念式典（10月29日） 修学旅行青年団によるエイサー体験（2月9日）学校説明会におけるダンス披露（11月12日）

　

今
年
度
も
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
等
の
御
協
力
の
下
様
々
な
教
育
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
生
徒
総
会
は
放
送
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
ま

で
よ
り
も
行
事
等
が
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
体
育
祭
・

文
化
祭
は
全
校
規
模
で
実
施
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
地
域
と
連
携
し
た
防

災
訓
練
」
は
、
九
月
二
十
七
日
に
総
合
防
災
訓
練
と
し
て
実
施
し
地
域
住

民
の
方
も
参
加
し
ま
し
た
。
多
摩
消
防
署
、
多
摩
市
役
所
と
国
士
舘
大
学

の
講
師
陣
の
御
指
導
で
実
践
的
訓
練
を
行
い
、
高
校
生
は
災
害
時
に
人
を

助
け
ら
れ
る
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
校
説
明

会
等
の
対
面
行
事
は
感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上
で
実
施
し
、
生
徒
会
や
ダ

ン
ス
部
等
の
生
徒
が
来
校
者
に
学
校
紹
介
し
た
り
演
技
披
露
を
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
地
域
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、
東
京
女

子
体
育
大
学
で
元
日
本
代
表
の
上
野
選
手
の
御
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
国
士
舘
大
学
の
橋
本
千
里
コ
ー
チ
（
元
実
業
団
）
に
御

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
市
内
の
都
立
多
摩
桜
の
丘
学
園
と
連
携
し
た
募

金
活
動
に
永
山
駅
頭
で
生
徒
会
と
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
三
年
ぶ
り
に
沖
縄
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
部
活
動
の
主
な
成
績

　
吹
奏
楽
部

東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
第
六
十
二
回
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
マ
ー

チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン
テ
ス
ト　

そ
れ
ぞ
れ
で
銀

賞
受
賞

　

写
真
部

第
七
回
北
本
市
写
真
コ
ン
ク
ー
ル　

入
選

　
書
道
部

高
文
連
書
道
展　

出
展　

※

写
真
部
、
書
道
部
、
美
術
部
、
イ
ラ
ス
ト
部

は
三
月
の
ベ
ル
ブ
永
山
の
展
覧
会
に
出
品
し
ま
し
た
。

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

夏
季
大
会
・
ブ
ロ
ッ
ク　

第
三
位

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

総
体
予
選　

五
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
三
十
二
）

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

夏
季
大
会　

三
回
戦
進
出

　

水
泳
部

国
公
立
大
会　

男
子
５０
ｍ
自
由
形
六
位
、
女
子
１
０
０
ｍ
背
泳
五
位

　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

東
京
都
高
体
連
第
七
十
四
回
総
体
予
選　

都
大
会
出
場

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

関
東
大
会
予
選
（
団
体
）
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

四
回
戦
進
出

　

陸
上
競
技
部

高
体
連
一
年
生
大
会　

１
１
０
ｍ
Ｊ
Ｈ
、
砲
丸
投
、
円
盤
投
に
出
場

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

総
体
予
選　

三
回
戦
進
出

　

卓
球
部

国
公
立
大
会　

個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
四
回
戦

(3) 令和 5年3月31日発行



令和5年3月31日発行 (4)

2022年10月1日（土）に実施された新校舎見学会の後、同日14時から「第11回　東京都
立永山高等学校同窓会　定期総会」が開催されましたので、概要に関しまして次の通りご
報告いたします。

先ずは25期の小髙会計の司会により同窓会定期総会の開会が宣言されました。
次に名誉会長、会長、来賓のご挨拶の後、総会議長に8期の桑原常任委員、副議長に3期の
小峯書記が選出され、議題に関する審議が行われました。

はじめに以下の活動方針が事務局より提案され、出席者の満場一致により承認されました。

1. 会員名簿の管理、更新
2. 会員相互の交流親睦の推進
3. 後援会活動　学校・在校生への支援
4. 情報の発信
5. 役員の育成

続いて2019年度、2020年度、2021年度の活動報告がなされた後、2021年度の収支決
算報告及び監査報告が行われました。
引き続き2022年度の予算案が提案され、これについても満場一致で承認されました。
最後に28名の新役員（任期原則2年）の選出について事務局より提案され、満場一致で承
認され、定期総会は滞りなく終了しました。

以上

第11回　東京都立永山高等学校同窓会　定期総会について



(5) 令和5年3月31日発行

左から、校長 平栁伸幸 様　副校長 原田柊太 様　第7代校長 田中昭光 様　31期生 黒田雅之 様



令和5年3月31日発行 (6)令和5年3月31日発行 (6)

創立50周年式典

2022年10月29日、母校新校舎にて、都立永山高等学校創立50周年記念式典
が開催されました。
第一部は記念式典、第二部は生徒会が主体となり進行され、映像で振り返る
50年の歴史と卒業生による記念講演会が行われました。講演には、８期生・蝶
野正洋さん、３１期生・黒田雅之さんに登壇いただきました。

記念式典開催前には、蝶野さん、黒田さんに握手や記念撮影をして貰うなど、
生徒達ばかりか先生も大変な盛り上がりでした。

31期生　黒田雅之 様
稲城市出身、高校1年生からボ
クシングを始め川崎市にある
川崎新田ジムに所属、プロボク
サーとなる。第34代日本ライト
フライ級王者。第56代日本フラ
イ級王者。ラストサムライの異
名を持ち、プロボクサー井上尚
弥のプロテストの相手役やス
パーリング相手として数多くの
ラウンドをした事は有名です。

8期生　蝶野正洋 様
ワシントン州シアトル出身、永
山高校在学時は三鷹市から通
学をしていました。サッカー部
所属、高校卒業後は新日本プ
ロレスに入門。現在は数多くの
団体の要職に就きアリストトリ
ストの代表取締役に就任して
います。プロレス界ではWWA
世界ヘビー級王座（第2代王者）
NWA世界ヘビー級王座（第75
代王者）IWGPヘビー級王座
（第22代王者）などのタイトル
を獲得しています。
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(7) 令和5年3月31日発行

１組　   塚田　柊栞　　 町口　優羽

２組　   柴山　晃幸　　 玉林　綾乃

３組　   清野　遥菜　　 笹子　慶太

４組　   佐藤　来海　　 飛山　恵澄

５組　 　伊藤　悠人　　 鶴本　朱音

６組　 　岩添　優磨　　 上平　四季

７組　 　石原　ゆきの　 鷹野　宏太

同窓会連絡係
４９期卒業生（令和２年度入学生）

同窓会連絡係
４９期卒業生（令和２年度入学生）

何年経っていても、会えば無邪気でひた
すら楽しかった頃の笑顔が集まる場所へ。
「同窓会を開いたぞ！」「クラス会で懐かし
い面々と再会です」などなど…次回会報
の原稿を募集します。思い出写真、〇〇
年後（！）写真も大歓迎！



創立５０周年記念品作成と販売のご案内
東京都立永山高等学校は創立５０年を迎えました。
また、一昨年新校舎が完成し、同窓会として創立５０年
の記念と新校舎完成をお祝いとして記念品の作成とポスト
カードサイズの記念品の販売を企画致しました。
記念品は在りし日の学び舎の写真を陶板に焼き付けた物と
なります。
これは大塚オーミ陶業（株）様の特殊技術を使用したセ
ラミックアートプレートと言います。作成イメージは右記を
ご参照下さい。
また、この陶板のポストカードサイズを作成、同窓会会員
の皆様に販売を致します。
購入をご希望の方は、同窓会事務局までご連絡下さい。
・販売価格12,000円

令和5年3月31日発行 (8)

会報13号「私も同窓生」でご紹介し
た42期生井上潮音さんが2023年度の
新シーズンよりヴィッセル神戸から横浜

FCへ完全移籍しました。
引き続き同窓会は井上さんを応援します。
同窓生の皆様も引き続き応援をよろしく

お願い申し上げます。
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会報13号「私も同窓生」でご紹介し
た42期生井上潮音さんが2023年度の
新シーズンよりヴィッセル神戸から横浜

FCへ完全移籍しました。
引き続き同窓会は井上さんを応援します。
同窓生の皆様も引き続き応援をよろしく

お願い申し上げます。

第４９回卒業式に参加して

　３月７日、第４９回卒業式が挙行され、同窓会ならびに後援会会長として出席し、
お祝いのご挨拶もさせていただきました。
　今年は、２５８名のみなさんが晴れて卒業され、同窓会の一員となりました。また、
前日の予行の際には、３０名の方に３年間の皆勤賞を授与させていただきました。
　本年の卒業生は、小学校に入学する直前に、東日本大震災を経験された世代
であり、永山高校への入学のときには、コロナの感染拡大により、入学式や各種行
事、修学旅行も中止となるなど、さまざまな苦労の中３年間の高校生活を送ってきま
した。同時に学校の改築や創立５０周年と、学校の歴史にとって大きな出来事に立
ち会った世代です。
　答辞も、そんな３年間の想いを率直に吐露されており、同時に仲間や先生方、そ
して保護者への想いのあふれるもので、本当に感動的な卒業式でした。「おめでと
う」そして「ありがとう」と素直に言えた式となりました。（文責・奈良﨑）
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